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　秋が本当に深まる直前、北海道東端から遠くない野付半島を訪れ
た。ここは日本最長の砂嘴。どんなメカニズムによるのか、全長28
キロにもおよぶという非常に細長い半島が、空から見たならたぶん
はらりと落ちた一枚の巨大な鳥の羽根のように、海に突き出ている。
最果てというにふさわしい土地だが、完全に平坦な道路はそれでも
きれいに舗装され、対向車もない道をしばらく走ってビジターセン
ターに車を停め、曇った夕方のぼんやりした光の中、湿原を抜ける
散策路をひとりで歩いていった。
　重く、強い風だ。さえぎるもののない海岸の湿原を歩き、トドワ
ラと呼ばれる、海水に白く枯れたトド松の林を見る。誰もいない。
そこからすでに夕闇に変わろうとしている小径をひきかえしてゆく
途中で、一頭の鹿に出会った。夢中になって何か名前を知らない植
物の葉を食べている。こちらに気づいてもすぐには逃げようともし
ない。口を動かしたままこちらを見て、きょとんとしている。とて
もかわいい。かなり大きくなってはいても、おそらくまだ成獣では
なく今年生まれた若い鹿なのだろう。牝だと思う。ほんの２メート
ルほどに近づいて動画を撮影すると、さすがに少し後ずさりをし、
やがてゆっくりと方向を変えて枯れ草の陰に消えていった。白く丸
い尻の毛だけが、まるで宙に浮かぶように最後まで見えていた。
　この土地では珍しくもないことなのかもしれない。だが野生動物
との遭遇は、つねに人を覚醒させ高揚をもたらす。たった一頭の鹿
と、至近距離で目と目を見交わすことの、強いよろこび。その満足
感につつまれつつ、ヘッドライトを点灯して根室の街をめざして
走ってゆく。車の光がなければ漆黒のその道は、たぶん海の間際を
走っているのだが、木立にさえぎられて何も見えない。国道244号。
前後に他の車がまったくいない。なだらかな起伏のある、暗い暗い
道だ。
　軽い不安を感じながら走るうち、あるカーヴをまがったところで
路面に何か大きなものを見てスピードを落とした。鹿だ。倒れてい

生きた鹿、死んだ鹿生きた鹿、死んだ鹿

代表  管　啓次郎（明治大学）　代表  管　啓次郎（明治大学）　
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る。巨大な鹿だ。減速し、それを除けて通り過ぎてから車を停め、近づいて見た。明かりがない。車の向きを変
えてヘッドライトで照らすことも考えたが、いかに交通量が少なくともそれは危険だろう。暗い路面に黒い塊に
しか見えないそれに近づき、コンパクト・カメラでフラッシュ撮影し、ディスプレイを確認する。
　目立った外傷はない。ただ鼻面から血を流し、さらに見ると一方の眼球が飛び出しかけている。頭を強く打っ
たのだろうか。まちがいなく車との衝突であり、道路沿いにあれほど書かれている野生動物の飛び出し注意とい
う警告の意味を、この鹿が実地に教えてくれた。かわいそうに。牝の成獣だろう。だがこれをどうすればいいの
か、まだ熱いほど温かいそれを引きずってでも道端に動かしておくべきか、この車（レンタカーの軽自動車）に
積んで町に運ぶか（だがシートが血で汚れたら？）。結局、何もせず、ただせめてもの供養にと「南無阿弥陀仏」
を十辺唱えてからその場を立ち去った。何もしなかった、何もできなかった。
　生きた鹿と死んだ鹿。１時間も隔たりのないあいだに出会った、この２頭。そしてこの２頭にこんなかたちで
出会った人間は、ぼくだけ。たしかにエゾシカは増えているのだろう。その食害を論じたり、個体数の調整のた
めに狼の再導入を夢想したり、食材としてのその多彩な可能性を考えたり、ヒトはいずれにせよ言葉によって鹿
との関係を画定しようとする。たしかにそこにいるおびただしい生命たちに対して、ヒトが結局はそうせざるを
えないのは、言葉とイメージ（線描や絵画であれ写真や映像であれ）によって相手を思い描き、その位置を指定
し、その相手との関係を作り、作り替えてゆくことだ。「われわれはついに生命そのものに直接ふれることがない」
とまではいわなくても、直接の接触よりもはるかに大きく、まず言葉とイメージの体験として動植物を認め、知
り、反応する。知識を蓄え、また具体的な行動のための戦略を立てる。
　白鳥の飛来地としても有名な風蓮湖沿いを（湖面はまるで見えないままに）走りつづけながら、さきほどの生
きた鹿、死んだ鹿のことを思い、どうにもやりきれない気分になっていた。現代は大型野生動物の大絶滅時代だ。
都市化の進んだ区域では、ヒトによって認可された動物種だけが生存を許される。そして都市の網の目は地表の
全体をおおい、ウィルダネスの場もすべて都市に接続されている。あるいは、都市に接続されたかたちでしか体
験されない。たぶんそのせいで、野生動物との遭遇といっても、どこか嘘っぽさがつきまとう。すでに人間世界
によって追いつめられ枠づけられた「野生」を目撃し、よろこび、その先は特に考えず、より大きな問いはすべ
て先送りにしてゆく。忘却する。
　そこからが批評の仕事になるのかもしれない。批評とは、端的にいって、多くの人が見過ごすことに気づくこ
とだ。忘れられていることを思い出すことだ。別の視野を開きつづけることだ。異なるフレームを提示し、その
意味を探ることだ。そのためにはあらゆる知識を総動員する必要がある。ASLEの仕事が文学研究をつうじて環
境をめぐる思想や行動を組み替えてゆくことだとしたら、その仕事の前線は私たちひとりひとりの日常生活にあ
り、とりくむべき対象は「生命」をめぐって交わされ流通するすべての言葉、すべてのイメージだということに
なるだろう。私たちの活動領域は想像力、しかしその想像力はつねに現実のout thereと直結したものであるべ
きだろう。
　ヒトという種はみずからを追いつめ、また人間化された区域のとめどない拡大とともに多くの他の種を追いつ
めている。どんな未来を選ぶのかが日々問われているにもかかわらず、なすべき術もないとでもいうように、私
たちは茫然と立ちつくしている。もういちど、何度でも、基本に戻ろう。ヒトと他の生命のあいだのインターフェー
スをどのように想像することができるのか。どんな言葉とイメージが手がかりになるのか。文学研究の茫洋とし
た広大さの中で、エコクリティシズムが今後ある中心的な位置を占めることは疑えないと思う。そしてそれは、
私たちがASLEとして現代社会に対して提示しうるものの、範囲と意義をしめす。猶予はない。この活動を進め
よう。
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した。台地の北端には立地の良さをいかして難波宮や大阪城が建造さ
れた。
　上町台地を北に進むと下寺町がある。江戸時代初期に南北一列に数
多くの寺院が集められた。大木が多い静かな緑地帯で学校や公園も散
見される。歩を進めるとかなりの数のある種の宿泊施設が寺院に隣接
して建てられているのが目にとまった。アレン先生はこの聖俗混交の
現象について日本古来の習俗として茶目っ気たっぷりに説明された。
後日、「愛と仏の町」と呼ばれていることも知った。前方に人だかり
が見え、アドバルーンが上がっている。近づいてみると生玉神社で開
かれている彦八まつりであった。上方落語の祖、米澤彦八を記念する
祭である。境内には賑やかに色々な種類の絵馬がかかっていた。家造
祖などという絵馬もある。浅井先生が「凶後吉」というめずらしいお
御籤を見せて下さった。以前ここで引かれたそうである。
　生玉神社から地下鉄で鶴橋へ移動し、昼食をとる。有名な焼肉でな
く韓国風冷麺をいただいた。塚田先生と辻先生が大盛にチャレンジさ
れた。とても美味しく、大盛にしておけばよかったと後悔した。店を
出て、「来年は白百合で会いましょう！」という村上先生のお言葉で
ツアーは終了した。
　初めて大会に参加させていただき、様々な新しい視点をいただきま
した。特に上町台地ウォークは近場でありながら未知の時空間を経験
できました。周到な準備をしてくださいました辻先生、浅井先生に深
く感謝いたします。

愛染坂を上ります。この上には愛染堂と、タイ
ガースの守り神・狛虎がいる大江神社がありま
す。この辺りは高台で夕陽が美しく見えること
から「夕陽丘」の地名がつけられたそうです。

上町台地は良質な井戸水で有
名で、天王寺七名水（金龍、
有栖、増井、安井、玉手、亀
井、逢坂）の七つの井戸があ
りました。残念ながら現在は、
金龍と亀井の水を残して枯れ
てしまい、ここはその残った
うちの一つ、“金龍清水”です。
泰
たい

聖
しょう

寺
じ

境内にあります。

家具屋さんや人形屋さんの多い
松屋町筋（大阪は南北に通るの
が「筋」、東西は「通」です）
を超えて、真田幸村終焉の地の
ある安居神社へ。境内には真田
幸村の碑があり、お供え物が絶
えない様子が覗えます。

通天閣下の串カツ屋密集地。こ
こでは朝から一杯の方がたくさ
んいらっしゃいます。
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夕陽丘のお寺さんの通りにて。後方に日本一の高さのビルとなった「あべのHARKAS」が見えます。

豊臣秀吉によって今の地に移された生國魂神
社には、境内社がたくさんあり、それぞれい
ろいろな御利益があります。皆、自分は何に
しようと話しておりました。この日は、この
生國魂神社境内で上方落語の原型となった大
道芸をしていたとされる、上方落語の始祖“米
沢彦八” にちなんだ彦八祭りが行われていま
した。本物の落語家さんが出店をだし、境内
で落語が披露されておりました。

猛暑の大阪を歩いて、最後は鶴橋で韓国冷
麺！BIG SIZE に挑戦したお二人。冷えたビ
ールと一緒にペロリ、でした。
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　シンメトリカルとディープフォーカスを駆使した映像は、遠近法を用いた西洋絵画に接近する。その光景は、
深遠であり、静謐。図１の岩塩の採掘場などは、宇宙空間に接近し、生命の存在からは遠い。だが、塩やナッツ
ではなく、生き物を扱うとき、そこにあるのは紛れもない「命」、そしてその残滓である。図２では、四肢や頭、
皮膚を除いた豚の「枝肉」がつるされている。屠畜後の肉の熟成風景は、豚の死体安置所に他ならない（ロッキー
ならばこの肉をサンドバックに見立てるだろう。彼の場合は牛だったが）。図３と図４は、共に「鶏」関係。１
台あたり数万個の卵を収容できる立体孵卵器が整然と配置され、孵化に最適な条件を管理しながら、そこで卵は
雛となる。その後、雛はベルトコンベアで運ばれ、ワクチンを打たれ、養鶏場に送られる。鶏は卵を産み続ける
か、ブロイラーとして、「鶏肉」になるか、或いはこのプロセスの過程で、死体として処理されるかのいずれかだ。
システマティックに命が生み出され、管理され、殺められる。図５のショットのように、食肉として処置された
鶏は、「商品」となるべく（見栄えよく）加工される。機械音だけがこだまする驚愕の風景において、ヘッドフォ
ンをした従業員は静寂のなかで、果てることない仕事を続けるというわけだ。すべては僕ら人間の「食」のため
であり、それ以外の目的はない。「食」の工場では、命は省みられない。図６のサケ加工ショットは、命がシス
テマティックに奪われ、むしろ命のない機械こそが命を持っているかのような、奇妙な錯覚を覚えるだろう。
　命を作り、それを奪う。「我らが日々の糧」（映画の原題）は、数多の犠牲のもとで得られるわけで、だからこ
そ、無自覚というわけにはいかない。『いのちの食べかた』が興味深いのは、その犠牲、つまり本来タブーであっ
た「屠畜」をフィルムに収めた点だろう。ゲイハルターは言う。「屠畜場を撮るのは、危ないんですよ。とても
美しく強烈な場所だから」。キレイはキタナイに反転し、さらに裏返る。屠畜を撮るとは、「食」の意味を再考す
ることに等しい。「美しく強烈な場所」は、命の意味を問う。命をいただく。だからこそ、「いただきます」と、
僕らは言わねばならないのだ。

図１　岩塩の採掘場 図２　豚の枝肉 図３　立体孵卵器

図４　ブロイラー 図５　余った皮を切る 　図６　サケの加工
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　前号のニューズレターで告知をさせていただきました、今年度の全国大会における読書会「エコクリティシズ
ムの『今』を読む：L・ビュエル、U・ハイザ、K・ソーンバー “Literature and Environment”」には、大会初
日の午前中という時間帯にもかかわらず、20名近くの会員の皆様に足をお運びいただき、盛会のうちに幕を閉じ
ることができました。読書会開催にご協力くださったすべての皆様に、院生組織を代表いたしまして、この場を
お借りして厚く御礼を申し上げたいと存じます。ありがとうございました。
　ありがたいことに、「ぜひ来年以降も継続してはどうか」というお言葉もちらほらと頂戴することができまし
たので、院生組織として、次回の全国大会でも皆様にお楽しみいただけるような企画を提案できればと考えてお
ります。今後とも、院生組織の活動にご協力いただけましたら幸甚です。どうぞ宜しくお願い申し上げます。　

院生組織代表　山田悠介（立教大学・院）　　

　・伊藤詔子監修・新田玲子編、『カウンター・ナラティヴから語るアメリカ文学』、音羽書房鶴見書店、2012
　・日本ソロー学会編、『ソローとアメリカ精神－英米文学の源流を求めて』、金星堂、2012

　2012年10月にASLE-J書誌情報更新版のアップロードが完了いたしました。アドレスは以下のとおりです。ご
協力下さいました皆様、ありがとうございました。
http://www.asle-japan.org/publications/会員による出版物/
　今後も定期的に情報の更新をしてまいりますので、会員の皆様のご出版やご活動等の情報を広報委員の大野美
砂（misa@kaiyodai.ac.jp）までお送り下さい。次回の更新は2013年５月ごろを予定いたしております。具体的な
締め切りなどにつきましては改めてご案内をさせていただきますが、情報のご連絡はいつでもお待ちしておりま
す。これまで情報をお寄せいただかなかった方々からのご連絡もお待ちしております。どうぞよろしくお願いい
たします。 ASLE-J　広報委員　喜納育江、大野美砂、河野千絵　　

広報からのお知らせ

　会誌編集委員会では、『文学と環境』第16号の原稿を募集しております。会誌第15号巻末の投稿規程をご覧の上、
ふるってご投稿ください。尚、本年度全国大会において、投稿規程の一部改正が承認されておりますので、以下
の変更にご注意いただきますようお願いいたします。
　　　「３．応募原稿の体裁および書式（１）」について

応募原稿の表紙には、表題のみを記入。また表紙とは別紙に、表題、氏名、所属先および連絡先（Tel, 
Fax, E-mail等）を記入する、と変更。

　　　「４．応募原稿の分量（１）」について
　　　和文の場合、Ａ４版用紙も横書きで40字×30行、15枚以内、と変更。
　投稿における引用文献等の書式は、ASLE-Japanホームページにて公開しております。「 http://www.asle-
japan.org/」→「Publications」→「会誌『文学と環境』」と進み、「会誌投稿における引用・参照と引用文献の
書式について」をご覧ください。
　応募原稿の提出期限は2013年３月15日（必着）です。ご投稿をお考えの場合は、編集の都合上、2013年３月１
日までに会誌編集委員会（nakagawa@u-sacred-heart.ac.jpおよびkodani@da2.so-net.ne.jp）まで、その旨ご一報
いただければありがたく存じます。会員の皆様のご投稿をお待ちしております。

会誌編集委員会（中川僚子・小谷一明・木下卓・高橋龍夫・加藤ダニエラ）　　

院生組織からの御礼

書 籍 情 報

会誌編集委員会からのご投稿のお願い
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＜2012年度ASLE-Japan／文学・環境学会全国大会総会のご報告＞

　2012年９月１日（土、12：20 ～ 12：55）に、近畿大学本部キャンパス（大阪府東大阪市小若江３－４－１）
Blossom Café３階にて、2012年度総会が開かれました。まず、審議事項として、2011年度会計および監査報告、
2012年度予算案、一部役員改選案、次年度全国大会案、『文学と環境』「投稿規定」改正に関する案、ASLE-
Taiwan主催アジア圏ASLE合同シンポジウム（台湾）へのASLE-Japan派遣メンバーに関する案、ASLE-
Japan20周年記念出版事業に関する案、学会ホームページでの会誌またはニューズレターの公開および公開範囲
に関する案、会計実態の改善に向けた報告と提案に関する案について担当役員より説明があり、審議を経て了承
されました。続いて、2011年度活動内容、会誌・ニューズレターの発行、現会員数（179名）、ASLE-Japanホー
ムページにおける「会員書誌情報」更新、院生組織の活動、学会ホームページのリニューアルについての報告が
ありました。その他、来日研修を希望するASLEC-ANZ会員よりASLE-Japanに対し、来日の際の受入機関の紹
介依頼があり、対応している旨報告がありました。なお、今回の総会およびそれに先立つ役員会では、引き続き、
会計実態の改善に向けた対策をとる方向性も確認されました。

＜2013年度ASLE-Japan／文学・環境学会全国大会を白百合女子大学にて開催します＞

　来年度の全国大会は、岩政伸治委員を大会実行委員長とし、以下の日程で、白百合女子大学にて開催すること
となりました。
　　　　と　き：2013年８月30日（金）～９月１日（日）（※暫定案；確定次第お知らせします）
　　　　ところ：白百合女子大学（東京都調布市緑ヶ丘１丁目25番地）

※日程およびプログラムの詳細については、確定次第、会員メーリングリストやASLE-Japanホームペー
ジにてお知らせいたします。

　2013年度全国大会での研究発表、ラウンドテーブル、シンポジウムを募集します。タイトル、発表要旨（800
字程度）、連絡先を岩政大会実行委員長（白百合女子大学）までお送りください。
　　　　送付先：〒182-8525　東京都調布市緑ヶ丘１丁目25番地
　　　　　　　　白百合女子大学　英語英文学科　岩政伸治研究室
　　　　締　切：2013年４月24日（水）

事 務 局 よ り
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　大学生時代に恩師が音楽喫茶（？）に連れて行ってくれた。怪しげな階段を降り、地下の穴蔵のような場所に辿り
着くと、小さな犬が尻尾を振っていた。置いてある家具や調度品は何もかもが古くさく、店主の老夫婦も同じくらい
擦り切れていた。いつも大音量で歌劇が流れていた。何となくイコゴチがよくて、その後数度通った。

　いつしかその場所もなくなり、その恩師にもそこでの想い出について伺ったことはない。そのことについて考える
のは、何となく怖い。

　かたちあるものは、いずれ消え去っていく。学会のニューズレターなど「残る」ことなど前提にされていないのか
もしれない。だがASLE-J を巡って、こんなにも多くの方が、こんなにも多くの場所で、こんなにも多くの善意をもっ
て、今日も活動していらっしゃることを、歴史に確かに刻みたい。

＜会費納入のお願い＞

　2012年６月発行の Newsletter No.32 に添えて、会費納入のお願いをいたしました。
　会費未納の方は、至急、下記郵便口座へお振込みください。（一般 5，000円、学生 2，000円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 口座番号　01300-0-93821
　　　　　　　　　　　　　　　　　 加入者名　文学環境学会
　　　　　　　　　　　　　　　　（フリガナ： ブンガクカンキョウガッカイ）

＜寄贈図書＞

　次の図書を学会に寄贈していただきました。誠にありがとうございました。お読みになりたい方にはお貸しし
ますので、事務局までご連絡ください。なお、送料はご負担ください。
・藤江啓子著『空間と時間のなかのメルヴィル―ポストコロニアルな視座から解明する彼のアメリカと地球（惑
星）のヴィジョン』晃洋書房、2012年。
・エコクリティシズム研究会『エコクリティシズム・レビュー』No．5、2012年。

＜会員情報の訂正・更新について＞

　会員の皆様へ、事務局より改めてお願いがございます。名簿掲載事項【氏名・連絡先住所・電話番号・メール
アドレス・所属・研究分野】に変更がございましたら、すみやかに事務局補佐・高橋（tayako@vos.nagaokaut.ac.jp）
まで直接ご連絡ください。事務局としては、ご本人と名簿管理担当者とが直接やりとりをすることで正確な情報
管理をしていきたいと存じます。ご協力の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。

編集後記


